
競技上の注意（各校で連絡，確認をお願いします） 

 

大会について 

・  本大会は日本相撲連盟審判規程ならびに中体連規定にしたがって行われます。 

 

勝敗に関すること 

・  勝敗は，相手選手を土俵の外へ出す，もしくは相手選手の足の裏以外を先に土俵

につけることにより決します。 

・  対戦相手がハーフパンツを着用している場合，ハーフパンツをつかまないよう

にしてください。 

・  その他禁じ手については，プログラムに紹介してあるので，各自確認をしておい

てください。 

・  立ち合いに関しては，お互いの選手の両手が仕切り線の手前についた状態で，主

審が「はっけよい」とかけ声をかけます。「はっけよい」の「は」に合わせて動き

始めてください。 

 

進行について 

・  団体戦の予選・決勝を行い，土俵整備の後，個人戦を行います。 

 

 

服装など  

・  寒い場合は，体操服などを着ても構いません。ただしひかえに入るときには脱い

でおいてください。 

 

・  閉会式が終わるまでは，まわしを着用しておきましょう。 

 

・  試合のとき以外はマスクをつけましょう。 

 

 

 

裏面もご確認ください。 



試合前後の礼法について 

＊  放送で名前を呼ばれた選手は，返事をして土俵に入る。このとき土俵のまわ

りにまいてある砂（蛇の目の砂）をまたいで土俵に入ること。 

 

① 土俵の徳俵（とくだわら）の内側で，二人そろって立礼。塵手水は行わない。 

② 仕切り線の手前に進み，蹲踞（そんきょ）。 

③ 主審の「かまえて」の声で足を開き，仕切り線後方に両こぶしをつく。主審の「は

っけよい」の「は」で動きはじめ試合開始。 

④ 勝敗が決したら，選手は徳俵へ移動。二人そろえて立礼。 

負けた選手は土俵から出る。 

勝った選手は蹲踞（そんきょ）し勝ち名乗りを受ける。その後土俵から出る。  

 

 


